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總 排 泄 腔 ノ 形 態 學 的 發 生 ニ 就 テ

 (爬 蟲類特 ニClemmys japonicaニ 於 ケル檢 索)

   附 記 所 謂Analblaseノ 發 生 ニ就 テ

      岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主任敷波教授)

           醫 學 士 望 月 章 次

               [昭 和12年7月23日 受 稿]

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Med. Fakultat Okayama.

             (Varstand: Prof. Dr. J. Shikinami)

Zur Morphogenese der Kloakenanlage bei Clemmys japonica mit 

besonderer Berucksichtigung der Entwicklung 

der sog. Analblase. 

Von

Shoji Mochizuki. 

Eingegangen am 23. Juli 1937.

   Die Entwicklungsgeschichte der Kloake ist seit langem oft Gegenstand eingehender
Uutersuchungen gewesen. Trotzdem liegt uber die Schildkroten nur der Forschungs-

bericht von Fleischmann u. Hellmuth bei Emys lutaria vor. Daber habe ich unter

Leitung von Herrn Prof. J. Shikinami dieses Thema in Angriff genommen und folgende

Ergebnisse erhalten.

   1) Das Urodaum ist beim Embryo von 5, 0 mm Lange mit 32 Ursegmenten als
sackformig erweiterte Endkammer des Enddarmes angelegt. Der Schwanzdarm endet

in dem Gewebe, indem es mit dem Kaudalende des Nervenrohrs verschmilzt und hier

einen Neurentericalkanal bildet.

   2) Beim 7, 0mm langen Embryo munden vorerst nur die Wolff'schen Gange ih
das Urodaum, aber nicht dorsal wie bei den Eidechsen und Schlangen, sondern ventral-

warts verschoben, ungefahr in der Mitte der Seitenwand.
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總排泄腔 ノ形態學的發生 ニ就テ 39

3) Beim Embryo von 6, 0mm Sch.-St.-L. ist das Urodaum in eine ventrale 

schmale Zone und in  eine dorsale ausgebauchte Zone geteilt. In jener stehen die 

beiden Seitenwande des Urodaums ziemlich parallel, ein senkrechtes spaltformiges 

Lumen umschliessend, wahrend in dieser die Urogenitaltaschen als besondere Aus-

sackungen der urodaalen Wand angelegt sind. 

4) Beim Embryo von 7, 5mm zeigt das Urodaum einen seitlich stark komprimierten 

Schmalschlauch, dessen Lumen in den meisten Querschnitten schlitzformig erscheint.

   5) Erst beim Embryo von 6, 2mm Ruckenschildlange entstehen die sog. Hell-

muth'schen Seitenuischen als Aussackungen der Schleimhaut in der dorsalen Zone des

Urodaums, und im weiteren Verlauf der Entwicklung bekommt das Urodaum, im

Gegensatz zu samtlichen Amnioten, immer mehr die Neigung zu einer solchen

Nischenbildung der urodaalen Wand. Dadurch wird der Querschnitt stark ver

andert.

   6) Beim Embryo von 9, 0mm R.-S.-L. zeigt das Querschnittbild des Urodaums,
in dem die sog. Analblasen munden, die bilaterale Symmetrie als wichtiger Stilcharkter

des Urodaums bei Schildkroten.

7) Nach und nach verlangert sich das Urodaum in kraniokaudaler Richtung und 

schon beim Embryo von 12, 0mm R.-S.-L. lasst das Urodaum drei morphologisch ganz 

verschiedeue Abschnitte erkennen; das Querschnittbild des kranialen ist ankerformig, 

das des mittleren Abschnittes zeigt den bilateralen symmetrischen Charakter and der 

kaudale Abschnitt bildet einen  dorsoventral abgeplatteten Schlauch. 

8) Das Proktodaum entwickelt sich von der Analzone aus durch die Ektoderm-

einstulpung. Seine erste Aulage ist erst beim Embryo von 5, 0mm R.-S.-L. zu entdecken, 

ist aber noch nicht mit dem Urodaum verbunden.

    9) Der Phallus, der an der Korperflache als besale Wucherung der oralen After-
lippe entsteht versenkt sich allmahlich in die Tiefe des proktodaalen Schlauches; er

springt beim Embryo von 16, 8mm kraftig in das Lumen des Proktodaums ein, und
ragt ziemlicb nahe an dessen dorsale Wande heran, soaass das Querschnittbild ein ganz

anderes Aussehen zeigt als die Schnitte durch das Urodaum.

   10) Beim Embryo von 6, 2mm R.-S.-L. zeigt die dorsale Wand des Urodaums

paarige kleine laterale Epithelausbuchtungen, die erste Anlage der sog. Analblase.

   11) Die Analblase, die den Schilddroten eigentumlich ist, tritt als paarige grosse
Sacke beim Embryo von 16 ,8mm R.-S.-L. auf; ihr Langsdurchmesser betragt 2, 4mm,
der Sagittaldurchmesser 1, 5mm und Frontaldurchmesser 1, 42mm.

   Die Stelle, wo die Analblase in das Urodaum einmundet, steigt allmahlich von unten
nach ohen und liegt bei diesem Embryo in der Nahe des Sinus urogenitalis.

(Autoreferat)
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多學 者 ニ依 リテ硯 究 セラレタ ル所 ナル モ,之 ガ

形態 學 的發 生ニ關 シテ ハ唯 僅 ニFleischmann

u. HellmuthノEmys lutariaニ 就 テノ檢 索

アル ノ ミ.而 モ檢 索材 料 極 メテ不充 分 ニ シテ

複雜 ナル總 排 泄腔各 部分 ノ發 生 學的 相互關 係

ノ尚 ホ明確 ヲ缺 ケ ル點尠 カ ラザル ハ兩氏 モ亦

遺憾 トセル所 ナ リシガ,最 近 當教 室 ニ於 テ倉

智 氏 ハ多大 ノ苦 心 ノ結 果Sumpfschildkroten

ノ一 種Clemmys japonicaノ 胎 兒350箇 ヲ蒐

集 セル ヲ以 テ,之 ニ就 テ本 問題 ヲ考 究 スル ノ

機 會 ヲ得 タル ハ余 ノ幸 トスル所 ナ リ.

 嚮 ニGadowハ 總 排 泄腔 ヲ分 チ テKopro-

daum, Urodaum, Proktodaumノ3部 トセ

ル モ一般 ニ總 排 泄腔 ノ形 態學 的構造 ハ發育 ノ

過程 ニ於 テ極 メテ複雜 ナル變 化 ヲ呈 スルハ既

ニ學 者 ノ指摘 セル所 ニ シヲ余 ノ石 龜 ニ於 テ殊

ニ然 リ.從 テ單 ニ連續 切 片 ノ顯 微鏡 的所 見 ノ

ミニテ ハ其 ノ立體 的 構造 ヲ知 ル コ ト全 ク不 可

能 ナル ヲ以 テ,余 ハ之 ト同時 ニ複 成模 型 ヲ應

用 シ之 ガ形態 學 的發 育状 態 ヲ如 實 ニ示 ス コ ト

ヲ得 タ リ.更 ニ又Schildkroten獨 特 ノ臟 器

ニ シテ總排 泄 腔 ニ密接 ナ關 係 アルHoffmann

ノ所 謂Analblase od. Analsackニ 就 テ ハ其

ノ本態 及 ビ作 用 今尚 ホ不 明 ニ シテ,而 モ コ レ

ガ形態 學的 發 生 ニ至 リテハ未 ダ論 及 セ ラ レタ

ル ヲ聞 カズ.依 リテ余 ハ特 ニ コノ點 ヲ重 視 シ

ツ ツ本研 究 ヲ遂 行 シ,聊 カ所 期 ノ目的 ヲ達 シ

得 タル ヲ以 テ茲 ニ一般 ヲ報 告 セ ン トス.

   第2章 材 料 及 ビ檢 素 方 法

 先 輩 倉 智氏蒐 集 ニ係ル 當教 室 所藏 ノ豐 富 ナル 石

龜胎 兒 ヨ リ本研 究 ニ必要 ナル 發 育過 程 ノモ ノヲ選

定 セ リ.胎 兒ハ 總 テZenker氏 液 ニ テ 固 定 シ,

BoraxkarminノStuckfarbungヲ 施 シ所 定 ノ方 法
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ヨ リテ150-37.5倍 ニ擴 大 シ,Born-Peter氏 重 積

法 ニ從 ヒテ複 成〓 板模 型 ヲ作成 セ リ.

      第3章 檢 素 所 見

 階 梯1 胎兒Nr. 15長 徑5.0mm原 節32

 胎 兒 ノ發 育 状 態 ヲ見ル ニ頭屈 折稍 々明 瞭 ナル モ

胎兒 ノ外形 ハ 一般 ニ尚 ホ垂直 ニ近 シ.前 腦,中 腦,

菱 腦 ノ區別 ハ之 ヲ認 メ得.聽 原 基 ハ未 ダ僅 ニ聽 胞

ノ状 態 ニ在 リ,視 原 基 ヲ見ル ニ眼 盃 ハ其 ノ内外 兩

壁 間 ニ内腔 存 スル モ既 ニ腦室 ヨ リ完全 ニ分離 シ,

水 晶體 ハ外 胚葉 ト至 ク分 離 スル ニ至 ラズ ト雖 モ水

晶嚢 ヲ形成 シテ 眼盃 ノ内 ニ在 リ.心 臟 原 基 ノ發 育

著 明 ニ シテ肝原 基モ亦 其 ノ初 兆 ヲ認 メシム.前 腎,

原腎 ノ發 生 ヲ認 メWolff氏 管 ハ既 ニ總 排 泄腔 壁 ニ

達 ス.第25原 節 ノ高 サ ニ於 テ後 腸 ハ卵 黄嚢 ヨ リ

分離 ス.後 腸 ノ横 斷 面 ハ起 首部 ニ於 テハ 略 ボ卵 圓

形 ヲ呈 シ長 徑 ハ腹 背 ノ方 向 ニ一 致 シ,鋭 端ハ 背 方

ニ向 フ.後 腸 ハ其 ノ起 首 部 ヨ リ190μ 尾 方 ニ於 テ
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Fig. 1. A.

胎兒Nr. 15, Urodaum横斷 切 片 (×60)

稍々急速ニ 腹方ニ 向 ヒテ強 ク膨 出 ス.而 シテ背 方

部 ハ寧 ロ左 右ニ壓 縮 セ ラレ タル 状 ヲ呈 スル ニ反 シ

腹 方ニ 膨 出セル 部 分ハ 更ニ 左右ニ擴 大 ス.即 チ第

27原 節 ノ高 サ ニ於 ケル 横斷 切片(Fig. 1. A.)ヲ 見

ルニ 大 略丸 味 ヲ帶 ビタル 三角形 ヲ呈 シ,腹 方 部 ガ

背 方部ニ 移 行 スル處ニ 於 テ兩側 壁 ハ 内方ニ 向 ヒテ

陷沒ス.前 者 ハAllantois,後 者ハUrodaum原 基

ナ リ.第28原 節 ノ高サニ 於 テ左 右Wolff氏 管 ハ

Urodaumノ 管 壁ニ 達 スル モ兩 者 ノ内腔 未 ダ交通

セズ.コ レ ヨ リUrodaumハ 漸次 腹背徑 ヲ短縮 シ

テ遂ニ 圓 管状 ヲ呈 スルSchwanzdarmニ 移 行 ス.

Schwanzdarmハ 尾 端ニ 至 ル ヤ其 ノ管壁 ヲ構 成 セ

ル 組織 ハ背 索 及ビ神經 管 ノ ソレ ニ合 シ3者 ノ内腔

ハ互ニ 交通 シ茲ニCanalis neurentericusヲ 形 成

ス.(Fig. 1. B.)模 型(Fig. 1. C.)ニ 就 テ觀 ルニ總 排

泄 腔 ハ後 腸 ノ終末腔 トシテ嚢状 ヲ呈 ス.特ニ 其 ノ

oraler Teilハ強 ク腹方ニ 膨 隆 シテAllantoisanlage

ヲ形 成 シ コレ トUrodaumト ノ間ニハ 嚴 密 ナル境

Fig. 1. B.

胎兒Nr. 15, Schwanzdarm尾 端 部 横斷 切 片

(×60)

界 ヲ認 メ難 キモ兩 者 ノ移 行部ニ 縦走 セル 淺溝 ヲ認

ム.兩 側Wolff氏 管 ハ後 腸 ノ背 外 側 ヲ走行 シテ

Urodaumノ 側壁ニ 達 ス.コ レ ヨ リUrodaumハ

其 ノ腹背徑 ヲ短縮 シテ遂ニSchwanzdarmニ 移行
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Fig. 1. C.

胎兒Nr.15, Kloake模 型左 側 面觀 (×150,1/2縮 小)

ス.而 シテ兩者 ノ境界 モ亦明瞭ナ ラザルモ移行部

ニ於テSchwanzdarmハ 最細 ク尾端ニ向 ヒテ少シ

ク膨大ス.

階梯2 胎兒Nr. 7 長徑7.0mm神經 節數24

胎兒ノ外形ハ前階梯ニ 比シ輕度 ノ背彎 曲ヲ認 ム

ル ノ外著變ナ シ.聽 原基ハ本階梯ニ於テモ尚ホ聽

胞 ノ状態ニ在 リ,反之視原基 ノ發育ハ稍々進捗ス.

即チ眼盃 ノ内外兩 壁ハ完全ニ相接 シテ内腔既ニ消

失 シ,水 晶體嚢ハ其 ノ的壁 ノ一部 ヲ以テ外胚葉ニ

接 スル ニ過ギ ズ,後 壁 ヲ形成セル細胞ハ甚ダシク

延長 スル結果水晶體嚢腔ニ丘状ニ膨 隆シテ見ユ.

第2神經 節 ノ高サニテ前腸ノ兩側壁ハ左右ニ少シ

ク膨出セル ヲ認 ムコレ肺原基ナ リ.胃 原基ハ腸管

ノ紡錘状 ノ擴大 トシテ少 シク左側ニ偏在ス.心,

肝,原 腎等 ノ諸臟 器モ著明ニ發 育.第15紳經 節

中央部 ノ高サニテ腸管ハ卵黄嚢 ヨリ分離 シテ圓管

状ヲ呈セル後腸ニ移行ス.第16紳經 節末端 ノ高サ

ニ於 ケル横斷 像 ヲ檢スルニ後腸ハ略ボ 圓形 ヲ呈セ

ル管腔 トシテ背索 ノ腹方ニ位 シ,更ニ 其 ノ腹方ニ

腹背ニ極 メテ扁平 ナル尿嚢原基 ノ横斷面ヲ認ム.

尾 方ニススメバAllantoisハ 左右徑 ヲ減ジテ背方

ニ膨出スル タメ漸次左右ニ扁平ニ シテ腹背ニ 長キ

横斷 像 ヲ呈スル ニ至 リ遂ニ 第17紳經 節末端 ノ高

サニ テ後腸及 ビAllantoisハ其 ノ内腔 ヲ合 シテ

Urodaumニ 移行ス.Urodaumノ横斷 面ハ起首部

ニ於テハ腹背ニ長キ.左 右ニ稍 々壓縮サレタル重

層圓柱上皮 ノ管腔 ヲ呈 シ其 ノ中央 部ハ側壁 ガ内方

ニ陥凹スルタメ少 シク狹隘 トナルモ,尾 方ニ 於テ

ハ内側壁漸次膨脹 スルタメ略ボ橢 圓形 ヲ呈 スルニ

至ル.第18神經 節末端 ヨリ約60μ 尾方ニテ兩側
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Wolff氏 管 ハUrodaum側 壁 略ボ 中央 部ニ 開口 ス.

コレ ヨ リUrodaumハ 漸次 内腔 ヲ縮 小 シWolff氏

管 開口 部 ヨ リ更ニ120μ 尾方 ニテ遂ニ 管腔 ハ閉鎖

シテ盲 端ニ 終ル.該 盲 端 部 ヨ リ周圍 ノ間質 組 織 ト

境 界 明瞭 ナル一 ツ ノsolider Zellstrangノ 尾方ニ

至 ル ヲ認 ム.コ レ退化萎 縮 セルSchwanzdarmrest

ニシテSchwanadarmハ 唯 僅ニ 尾 端ニ 於 テ管腔 ヲ

殘存 スル ノミ.

模型(Fig. 2.)ニ 就 テ觀 ル ニUrodaumノ 外形

尚ホ甚 ダ シク單 純ニ シテ縦徑 約6.1cm(實 物大

0.4mm),腹 背徑3.5cm(實 物大0.23mm)ナ ル 圓

柱状ノ盲嚢ニ シテ縦徑 略ボ體 軸 ニ一 致 ス.而 シテ

背 頭 方 ヨ リ後 腸 ヲ腹 頭方 ヨ リAllantoisヲ 受容ス

尿 嚢 原基 ハ前 階 梯ニ 比 シ著 シ ク頭 方ニ發 育 シ,後

腸 トノ間ニ鋭角 ヲ示 セル鞍 部 ノ形 成 ヲ見ル.コ ノ

鞍 部 ノ續 キ ハ淺溝 トシテUrodaum頭 部側 壁 上 ヲ

背尾 方ニ 走 ル.Wolff氏 管ハUrodaum側 壁ニ 開

口スル モ該 開口 部ニ 於 ケルUrodaumノdiver

tikel樣 ノ膨 出 ハ未 ダ 之 ヲ認 メズ.退 化萎 縮 セル

SchwanzdarmハUrodaumノ 盲端 ヨ リ起 リテ凸

面 ヲ背 方ニ 向 ケタル 弧形 ヲ描 キ ツ ツ背 索 ノ腹 側 ヲ

尾 方ニ 下 リ,其 ノ尾 端 ハ少 シ ク膨 大 シ背索 ト共ニ

神經管 ノ組 織ニ 融 合 ス.

Fig. 2.

胎兒Nr. 7, Kloake模 型右 側 面觀 (×150, 1/2縮 小)
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階梯3胎兒Nr. 93 Sch.-St.-L. 60mm,

神經節數27

本胎兒 ノ發育 状 態ハ 既 ニ一 般ニ 可 ナ リ進 捗 ス.

即チ頂 屈折 及ビ 背彎曲 共ニ 著 明 ニ シテ尾 ハ腹 上方

ニ延 ビテ胎兒 ノ外 形C字 状 ヲ呈 ス.頭 部ニ 於 テ ハ

發續性腦胞ハ 構成 サ レ殊ニ 中腦 ノ膨 隆著 明 ナ リ.

四肢 共ニ體 側 ヨ リ小疣 状ニ 隆 起 ス.視 原 基 ヲ見 ル

ニ眼盃 ノ外層 ハ 既ニ 網 膜 色素 層ニ 化 シ,水晶體 嚢

腔 ハ 消失 シ其 ノ前 壁 ヲ構 成 セル 細胞 ハ水晶體 上 皮

ヲ,後 壁 ノ細胞 ハ水晶體纎 維 ヲ發 生 ス.聽 原基ニ

於 テモ亦Ductus endolymphaticusノ 初 兆 ヲ認

メ,肺 原 基 ハ左 右ニ 氣 管枝 幹 ヲ分 枝 シ,肝 原基ハ

Zellbalken明 瞭 トナ リ著 シ ク 血 球ニ 富ム.前 腎

小 管,原 腎小 管 共ニ 管腔擴 大 シ共 ノ迂 曲稍々複雜

化 ス.更ニ 本階 梯ニ 在 リテハ 後 腎原 基 ノ初 兆 ヲ認

ム.即 チ第18神經 節 頭端 部 ノ横斷 切片 ヲ見ル ニ

Urodaum尾 端 部 ノ背外 方ニsymmetrischニ 配

列 セル單 層 圓 桂上 皮 ヨ リナル 管腔 ト之 ヲ圍繞 スル

細胞 群 ヲ認 ム.前 者ハ 後 腎集 合 管系 統 ノ原基 タル

所 謂Nierenknospeノ横斷 像ニ シテ後 者 ハ分 泌系

統 ノ母 地 タルsog. Metanephrogenes Gewebeナ

リ.

Fig. 3. A.

胎兒Nr. 93, Urodaum横斷 切片(×50)

第15神經 節 末端 ノ高サ ニテハAllantoisハ 後 腸

ノ右腹 方ニ 位 シ 腹 背ニ 扁平 ナル モ 第16神經 節 頭

端 ヨ リAllantoisノ 腹 壁 ハ漸次 腹方ニ 膨 出スル ヲ

以テ 其 ノ横斷 像 ハ基 底 ヲ背 方ニ 向 ケ丸 味 ヲ帶ビ タ

ル 三角 形 ヲ呈 スル ニ至 ル.斯 シテ第17神經 節頭 端

ノ高 サニ テ後 腸 ト尿嚢 トハ 内腔 ヲ合 シテUrodaum

ニ移 行 ス.第17神經 節 中央 部ニ 於 ケルUrodaum

ノ横斷 切 片(Fig. 3. A.)ヲ檢 スル ニ背 方膨 出 部 ト

腹 方扁 平 部 ヲ區別 シ得.背 方膨 出 部ニ 在 リテ ハ兩

側 壁 ノ一 部 ハ背外 方ニ 膨 隆 シテDivertikelヲ 形成

ス.コ レ模 型ニ テ 明 カ ノ如 クWolff氏 管開口 部ニ

相當 ス.背 方膨 出部 ヨ リUrodaumノ 腹 方端ニ 向

ヒテ兩 側 壁 ハkonvergieren次 デ殆ドParallelニ

走 行 シ,腹 方 扁平 部ニ 於テハUrodaumノ 内腔 ハ
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甚 ダ シ ク狹窄 サ レspaltformigト ナル.而 シ テ コ

ノ高 サニ 於 テハ 既ニ 内胚 葉 性 ノUrodaum腹 方端

ハ體 外表 ノ外胚 葉組 織ニ 合 シテ茲ニKloakenme-

mbranヲ 構成 ス.Urodaum尾 端 部ニ 向 ヒテ腹 背

徑ハ漸 次縮 小 シ其 ノ横斷 像 ハ橢 圓 形 トナ リ第18神

經節 中央 部 ノ高 サ ニテ 盲端ニ 終 ル.

Fig. 3. B.

胎兒 Nr. 93, Kloake模 型 左側 面觀 (×150, 1/2縮 小)

模 型(Fig. 3. B.)ニ 就 テ觀 ルニUrodaumハ 縦

徑4.3cm,腹 背 最大 横徑7.6cmナ ル嚢 状 ヲ呈 シ,

腹 方扁平 部 ト背 方膨 出部 トノ移行 部 ハ縦走 セ ル溝

トシテUrodaum側 壁 上ニ 現 出 ス.Wolff氏 管 ハ

Urodaumノ 背 外 側方 ヲ體 軸ニ 略 ボ一 致 シテ 下降

シ,方 向 ヲ轉 ジテ凸 面 ヲ尾 方ニ 向 ケ タル弧形 ヲ描

キ ツッ少 シ ク頭 内方ニ 向 ヒUrodaum側 壁ニ 開口

ス.該 開 部ニ 於 テUrodaumノ 側壁 ハbesondere

Aussackungヲ 形 成 ス.コ レUrogenitaltaschen-

aulageニ シテ コレ ガ續 キハ堤状 ノ隆起 トシテ尿 嚢

ノ側壁ニ 向 フ.鞍 部 ハ前階 梯ニ 比 シ更ニ 尾 方ニ 深

ク切リ 込 ミ其 ノ鋭 端 ハWolff氏 管開口 部ニ 著 シ ク

近接 ス.Wolff氏 管 ハ開 口部 ヨ リ3.7cm距 テ テ其

ノ内尾側 壁 ヨ リNierenknospeヲ發 生 ス.Kloa-

kenmembranノ 全 長1.2cmニ シテ 其 ノ頭 端 ハ

Wolff氏 管開口 部 ヨ リ尚 ホ少 シ ク頭 方 ニア リ.前

階 梯ニ 見 タルUrodaum盲 端 部ニ連 ナルSchwanz-

darmrestハ 本階 梯ニ 於 テ ハ完全ニ 消失 ス.

階梯4 胎兒Nr. 44 Sch.-St.-L 7.5mm,

神經節數32

聽原 基 ヲ見 ル ニDuctus endolymphaticus,半

規 管蝸 牛殼 管 ノ發 育著 明ニ シテ 蝸 牛殼神經 節 又發

現 ス.視 原基ニ 於 テ ハ色 素網膜 層 ハ 彌 々明 瞭ニ,

角膜,前 眼 房,硝子體 基 礎 ヲ見ル.肺 原 基 ハ氣 管

枝,原 始 肺胞 ヲ發 生 シ,肝,心 原 基 ハ著 シ ク容 積

ヲ増 シテ強 ク腹方ニ 膨 隆 シ,胃,心 原基 ノ筋層稍 々

明瞭 トナ ル.原 腎 ノ發 育 旺盛 ニシテ強 ク體 腔 中ニ

膨 出 シテ著 明 ナ ルUrnierenfalteヲ 構成 シ,小 管

ノ走行複雜 ニ シテ網 眼状 ヲ呈 シGlomerulusモ 亦

發生 ス.Wolff氏 管ハ 原 腎皺襞ノdorsoventralニ
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位 置 シテ管腔 増 大 ス.原 腎皺襞 ノ内 側 ヲ被 包 セル

體腔 上皮 ハ 方形 トナ リ胚 腺原 基 タルsog. Keime-

pithelstreifenノ 像 ヲ呈 シ.其 ノ中ニ數 箇 ノUrges-

chlechtszelleヲ證 明ス.

第10神經 節 中央 部 ノ高 サニ 於 テ腸 管 ノ背 側ニ

膵 背 側原 基 ヲ認 ム.

第15神經 節 末端 ノ高 サニ 於テ ハAllantoisハ 腸

管 ノ腹 方少 シ ク左 側ニ 偏 在 シ腹 背ニ 扁平 ナ ル モ第

16神經 節頭 端 ノ高サ ヨ リ急 激ニAllantoisノ 腹 壁

ハ強 ク腹方ニ 膨 出 シ,胎兒 腹壁 ノ外胚 葉ニ 漸 次近

接 シ兩 者 ノ間ニ 介在 スルMesodermschichtハ 甚

ダ シ ク菲薄 トナ ル.第10神經 節末 端 ノ高サニ 於 ケ

ルUrodaum頭 端 部 ノ横斷 切 片(Fig. 4. A.)ヲ檢

スルニUrodaumノ 左 右兩 側壁 ハ殆 ドparallelニ

Fig. 4. A.

胎兒Nr. 44. Urodaum頭 部横斷 切 片 (×50)

走 行 シ管腔ハschlitzformigナ リ.但 シ背 方約1/3

ノ部 ニテ兩 側壁 ハ背 外方ニ 膨 出 シテUrogenital-

taschenanlageヲ 形 成 ス.Urodaumハ 腹 背徑ニ

著 シ ク延 長 シ 腹方 端 ハ外胚 葉 ト合 シ テKloaken-

membranヲ 構 成 スル ト同 時ニ 間葉 組 織 ノ増殖ニ

ヨ リテ コ ノ部 ハ特ニ 球状ニ 膨 隆 シsog. Kloaken-

hockerト シ テ左右 ノExtremitatenknospeノ 間

ニ出現 ス.第17神經 節 中央 部 ノ高 サ ニテUrodaum

ノ兩 側 壁 ノ一 部 ハ少 シ ク膨 隆 ス レ ド モ,管 腔 ノ

schlitzformigノ 形 態 ハ全 長ニ 亙 リテ不變 ノマ マ

尾 方ニ 及ビ 第17神經 節 末 端ニ テ盲 端ニ 終 ル.

模 型(Fig. 4. B.)ニ 就 テ觀 察 スル ニUrodaum

ハ 縦徑 約5.5cmニ シテ 其 ノ腹 背 横徑 ハ尾 部 ヨ リ

頭 部ニ 向 ヒ テ漸次 増 大 シAllantois及ビDarmノ

開 口部 ニテ最 大 トナ リ,約11.5cmニ 達 ス.而 シ テ

Urodaum盲 端 部 ヨ リ約2.0cm上 方 ニテ兩 側 壁 ノ

一部少 シ ク隆 起 ス レ ドモ全體 トシテ 甚 ダ シ ク左右

ニ扁平 ナ ルSchmalschlauchヲ 呈 ス.Wolff氏 管

開 口部 ハ前階 梯 ヨ リ更ニ 著 明ニ 背外 方ニ 膨 出 シテ

Sinus urogenitalisノ 形状 ヲ整 フ.輸 尿管 ハWolff

氏管 ガ頭方ニ 屈曲 セ ル部 ノ背壁 ヨ リ發 生 シ 小 圓

管 トシテ背 方ニ 向 ヒ頭方ニ 於 テ 腎盂ニ連 接 ス.
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Fig. 4. B.

胎兒Nr. 44, Kloake模 型 左 側 面觀(×150, 1/2縮 小)

Kloakenmembranノ 全 長5.4cmニ シ テ其 ノ頭

端 ハ鞍 部 ノ下端 ヨ リ少 シ ク上 方 ニア リ,Kloaken.

membranノ 部 分 ハ體 外表 ヨ リ輕 度ニ 陥凹 スル ヲ

以 テ コノ部 ハ體 ノ腹壁 上ニ 淺 キ溝 トシテ 出現 ス.

階 梯5 胎兒Nr. 97 Sch.-St.-L. 9mm,

R.-S.-L. 5.0mm

本 階 梯ニ 於 テハSchildkrotencharakterタ ル背

甲 ノ基 礎 既ニ發 生 ス.頭 部ニ 於 テハ 眼球突 出 シ,

中腦半球 ノ膨 出特ニ 顯 著 ナ リ.心,肝,胃,膵 諸

原 基 ノ發育 旺 盛 ニ シテ胚 腺ハ 生殖 堤 トシテ認 メ ラ

ル.原 腎尾 端 ノ高 サ,恰 モAortaガ 左 右 ノA. ilica

communisニ 分枝 スル高 サ ニ於 テAllantoisgang

ハ後 腸 ノ腹 方ニ 位 シ強 ク腹背ニ 扁平 ナル モ,コ レ

ヨ リ約190μ 尾 方 ヨ リAllantois腹 壁 中央 部 ハ腹

方ニ 漸次Papillarニ 膨 出 シ始 メ次 デ背 壁 中央 部

モ腸壁ニ 向 ヒテ延 長 シ,遂ニ 腸管 ト内腔 ヲ交 通 シ

Urodaumニ 移行 ス.コ レ ト同 時ニAllantoisgang

ノ左 右兩 側壁 ハ 漸次 背 外方ニ 隆 起 シテSinus uro-

genitalisニ 移行 スル ヲ以テUrodaum起 首 部 ノ

横斷 像 ハ(Fig. 5. A.)極 メテ複雜 ニ シテSinus

urogenitalisトUrodaum背 方膨 隆 部トノ 境 界 ヲ

形成 セルUrodaumwandハ 即 チPlica urorectalis

(Rettener)ナ リ.腹 壁ニ 於 テハ 左右 ノExtremi-

tatenknospeノ 間ニKloakenhockerノ 著 明ニ 膨

隆 セル ヲ見 ル.少 シ ク尾 方ニ 下 レバSinus urogeni-

talisヲ 構成 セルHertwigノ 所 謂Seitentascheハ

消失 シUrodaumハ半 月 状 ノ背 方部 トspaltformig

ノ腹 方部 ト ヨ リ成 リ管腔 ハT字状 ヲ呈 スル モ,

Urodaumノ 腹背徑 ハ 漸次 延 長 シテ其 ノ腹 方端 ハ

Kloakenhockerノ 外胚 葉 ト合 シテKloakenmem-

branヲ 形 成 スル ニ至 ル ヤbulbus状ニ 肥 大 シ,且

背 方 部ニNischenbildungヲ 認 ムル ヲ以テ 管腔 再

ビ複雜 トナ ル.次 デ間 モナ クbulbus状 ノ肥 大及

ビNischeハ 消失 シ同 時ニ 腹 背徑 モ亦 減 ジテ管腔

ハ 極 メテ 簡單 ナル 直 線状 トナル.更ニ 本階 梯ニ 於

テ ハ肛門 部ニ 極 メ テ 顯著 ナ ル變 化 ヲ認 ム.即 チ

Fig. 5. B.ニ テ 明 カ ノ如 ク體 外 表 ノEktodarmハ

強 ク背方ニ彎 入 シテUrodaum末 端 部 ノ内 胚葉ニ

移 行 シ茲ニAftergrube(Gadowノsog. Prokto

daum)ヲ 形 成 ス.但 シUrodaumトProktodaum

ト ノ内腔 ハ尚 ホ交通 スルニ 至 ラズ.
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Fig. 5. A.

胎兒Nr. 97, Urodaum頭 部横斷 切片 (×50)

Fig. 5. B.

胎兒Nr. 97, Urodaum尾 端 横斷 切 片 (×50)
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Fig. 5. C.

胎兒Nr. 97, kloake模 型 左側 面觀 (×150, 1/2縮 小)

Fig. 5. D.

胎兒Nr. 97, 肛門 部模 型腹 面觀 (×150)
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模 型(Fig. 5. C., Fig. 5. D.)ニ 就 テ觀 察 スル ニ

Urodaumノ 腹 背 最大 横徑ハ12.0cmナ ル モ縦徑

ハ僅ニ5.7cmニ シテ甚 ダ シ ク頭 尾 ノ方 向ニ 短小

且 左右ニ 強 ク扇平 ナル コ ト前階 梯ニ 似 タ リ.但 シ

Urodaumノ 左 右兩 側壁 略 ボ中央 部ニSeitennische

(Hellmuth)既ニ 出現 ス.Wolff氏 管開口 部 上縁

ヨ リ起 リテAllantoisgang側 壁ニ 向 ヘ ル 隆 起ハ

益々著 明 トナ リWolff氏 管 開 口部 下縁 ノ隆起 ハ

腹 方ニ 走 リ且側 方ニ強 ク膨 出 セ ル ヲ 以 テSinus

urogenitalisハ 前 階梯ニ 比 シ遙ニ 明 瞭ニ シテ外觀

上獨 立 ノ部 位 ヲ形 成 ス.輪 尿 管 ハWolff氏 管 ノ背

側 ヲ下降 シWolff氏 管 尾 部 ノ背 外 側壁ニ開口 ス.

肛 門部ニ 於 テハsog.Ektodermeinstulpungニヨ

リテProktodaumノ發 生 ヲ見ル ト同時 ニ コレニ ヨ

リテKloakenhockerハkranialer-u. kaudaler

A bsohnitteニ 分 立 シ,前 者殊ニ 著 明ニ シテFleis-

chmann's orale Afterlippeヲ 構 成 シProktodaum

ヲ頭 方 ヨ リ被包 ス.而 シテKloakenmembranノ

部 ハ少 シ ク體 外 表 ヨ リ陷沒 スル ヲ以 テorale Af-

terlippeノ 正中 線ニ 淺 キ溝 ヲ認 ム.

階梯6 胎兒Nr. 60 Sch.-St.-L. 8.5mm,

R.-S.-L. 6.2mm

胎兒ハ頂 屈 折 強 ク頭 部 ヲ胸 部ニ 接 セ ン トス ル ガ

如 キ状 ヲ呈 シ,背 甲 ノ發 育 漸次 進 捗 シテ一 見龜 胎

兒タル 事歴 然 タ リ.椎 骨,四 肢 骨 ハ軟骨 化 スル モ背

甲 未 ダ然 ラズ.後 腎 原基 ノ發 育 彌々旺 盛ニ シ テ腎

盂,腎盞著 明 ナ リ.左 側 原腎 頭端 ノ背 側部ニMuller

氏 管頭 部 タルTrichterノ 完 成 ヲ,右 側ニ 於 テ ハ

既ニ 約30μニ 達 スルMuller氏 管尾 部 原基 ヲ認 ム.

Urodaum起 首部ニ 於 テハ 左右ニSeitentascheヲ

Fig. 6. A.

胎兒 Nr. 60, Urodaum中 部横斷 切片 (×45)

50



總排泄腔 ノ形態學的發生ニ 就テ 51

出 シテ管腔複雜 ナル モ,尾 方ニ 下ルニ 從 ヒSeiten-

tasche消 失 スル ヤUrodaumハ半 月肬 ノ背方 部

トSpaltformigノ 腹 方 部 ヨ リナ リ管腔 ハT字 状

ヲ呈 シ,次 デ腹方 部 ハ 漸次其 ノ腹 背徑 ヲ 増大 シ

Urodaum起 首 部ヨ リ約100μ 尾 方ニ 於 テ腹 方端

ハ少 シクbulbus状ニ 膨 隆 スル ト共ニ 背 方部 ヨ リ

Nischeノ 出現 ヲ見 ル ヲ以 テUrodaumノ 内腔 再

ビ複雜 化 スル コ ト前階梯ニ 酷似 ス.但シNischen-

bildungハ 前 階梯 ヨ リ遙ニ 著 明 ナ リ.即 チFig.

6. A.ニ テ 明 カ ノ如 クUrodaum背 方 部 ヨ リ左 右

symmetrischニ 腹 方ニ 向 ヒテSchleimhautaussa-

ckungヲ 來タシ,spaltformigノ腹方 部(Hellmuth

ノsog. Medianrinne)ト ノ間ニ 深 キ皺襞 ヲ形 成 ス

Nischeハ 長サ約70μニ 亙 リテ證 明 スル モ,更

ニ尾 方ニ 於 テハUrodaumハ 腹 背徑 ヲ減 ズルト

共ニ 内腔 甚 ダ シ ク狹 小 トナ リ直線 状 ヲ呈 ス.但 シ

Krokodileニ 見ル ガ如 キKeibel's Kloakenplatt

(bouchon cloacal Tourneux's; Conduit cloacal

Retterer's)ヲ 形 成 スル コ トナ クUrodaum尾 端 部

ニ於 テ背 壁 ヨ リ再 ビ略ボsymmetrischニlaterale

Epithelausbuchtungヲ 生 ズ.(Fig. 6. B.)コレ

Hoffmannノ 所謂Analblase od. Analsackノ 原

基 ナ リ.本 階 梯ニ 在 リテ モ尚 ホUrodaumトProk-

todaumト ノ移 行 部ニ 於 テハEpithelwandハ 相

接 スル ヲ以 テ兩 者 ノ交 通 ハ認 メ難 シ.

模 型(Fig. 6. C.)ニ 就 テ觀 ル ニUrodaumハ 最

大 腹 背横徑15.9cm,頭 尾 ノ長 サ7.2cmニ シテ全

體トシテ尚 ホ左右ニ 扁平 ナ ルSchlauchヲ 呈 スル

モ,左 右 側壁 中央 部ニ 於 ケルSeitennischeノ 形 成

及ビUrodaum尾 端 部ニ 於 ケルAnalblasenanlage

ノ發 生 トー ヨ リ外 形稍々複雜 トナル.肛 門 部ニ

於 ケルEktodermeinstulpungハ 更ニ 著 明ニ シテ

Proktodaumハ 深 サ ヲ増 シ漏 斗状 ヲ呈 ス.

Fig. 6. B.

胎兒 Nr. 60. Urodaum尾 端横斷 切 片 (×45)
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Fig. 6. C.

胎兒Nr. 60, Kloake模 型 左側 面觀 (×15, 1/2縮 小)

階 梯7 胎兒Nr. 101 Sch.-St.-L. 10mm,

R.-S.-L. 7mm

前 腎 既ニ 退 化 シ僅ニ 小 管 ノ遺殘 ヲ 原 腎 頭 端 ノ内

側ニ 認 ムル ノミ.原 腎 モ亦退 化 シ始 ム.Muller氏

管 ノ發育 顯著ニ シテ左側560μ,右 側430μニ達 ス.

模 型(Fig. 7. A.)ニ 就 テ觀 察 スルニ總 排 泄腔ハ

Fig. 7. A.

胎兒Nr. 101. Kloake模 型 左側面觀 (×100. 1/2縮 小)
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前階 梯ニ 比 シ著 シ ク腹背徑 ヲ減 ジテ寧 ロ頭 尾 ノ方

向ニ 延 長 ス.而 シテ腹 背徑 ハ全 長ニ 亙 リテ殆 ド一

樣ニシテUrodaum中 央 部ニ 於 テ4.6cm,頭尾 ノ

長サ10.3cmヲ 算 ス.今 少 シ ク各 部 分ニ 就 テ詳論

セン ニAllantoiswurzelニ 於 テ ハ尿嚢 管 ノ兩 側壁

ハ側 方ニ 延ビ テ腹背ニ 強 ク扁平 ナルSeitentasche

トナ リテSinus urogenitalisヲ 形 成 シ,其 ノ先端

ニWolff氏 管次 デ輪 尿管開口 ス.腹 壁 中央 部 ノ乳

嘴状隆起 ハ尿 嚢管 ガ腸管 ト合 シテUrodaumニ 移

行 スル ヤ其 ノマ マUrodaumノMedianrinneト

ナル.Urodaumハ 全長約7.0cmニ シ テ其 ノ背 面

ハ比較 的簡單 ナル モ,腹 壁 ハ極 メテ複雜 ナル 外形

ヲ呈 ス.即 チUrodaum背 方 部 ヨ リ腹 方ニ 膨 出 セ

ルSeitennischeハ 本階梯ニ 於 テハ 殆 ド全 長ニ 亙

リ テ 著 明ニ 出 現 ス ル ヲ 以 テUrodaumノ 腹 壁ニ

Medianrinne及 ビ左 右 ノSeitennischeヨ リナル

3條 ノ堤状 隆起ト2條 ノ深溝 ノ縦走 セ ル ヲ見 ル.

Urodaumノ 内腔 ハMedianrinneトSeitennische

ト ノ間ニ 間 質組 織 ガ皺襞 状ニ 深入 スル ガ タ メ一般

ニ甚 ダ狹 小 ナル モ其 ノ尾部ニ 於 テ背 側 ヨ リAnal-

blase開口 スル ヤ稍々擴 大 ス.Analblaseハ 前 階

梯ニ 比 シ強 ク頭 方ニ發 育 シテ左 側殊ニ 著 明ニ,其

ノ盲端 部ニ 於 ケル腹 背徑 ハ2.7cm,左 右徑1.1cm

ヲ算 ス.今Urodaum中 央 部ニ 於 ケル横斷 切 片

(Fig.7.B.)ヲ檢 ス ル ニUrodaumノ 背方 略ボ

symmetrischニ 配列 セル 重層骰 子状 上皮 ヨ リナル

管腔 ハ コレ即 チAnalblaseナ リ.飜 テ胎兒 腹 壁 ヲ

見 ル ニ著 シテ球状ニ 膨 隆セルorale Afterlippeヲ

Fig. 7. B.

胎兒Nr. 101, Urodaum中 部横斷 切 片 (×45)
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認 ム.而 シテorale Afterlippeト體 腹 壁 トノ移行

部ニ 認 ムルEktodermvertiefungハ 肛 門 部ニ 向 ヒ

テ漸次 深 サ ヲ増 シAnalblase開 口部 ヨ リ約90μ 尾

方 ニテ逐ニ 外 胚葉 性組 織 ハ内 胚葉 ト融 合 スル ヲ以

テUrodaumハ コレ ヨ リ外 胚葉 性 ノProktodaum

ニ移行 ス.更ニ 本階梯ニ 於 テハFig. 7. C.ニ テ 明

カ ノ如 ク肛 門 部ニ 於 ケルEktodermeinstulpung

ニ依 リテProktodaumノ 形 成 セ ラル ト共ニorale

Afterlippeノ 尾 部ハPhallusanlageト シ テProk

todaum中ニ 膨 出 シ,而 シ テUrodaumノMe-

dianrinneノ續キハ コ ノ部ニ 於 テUrethralrinne

(Joh. Mullerノgespaltene Corpus cavernosum

urethrae)ヲ 構 成 シ,コ レ ガ 周圍ニ 間 質 細 胞 殊ニ

密 集 ス.コ レCorpus fibrosumノ 初 兆 ナ ラ ン.

Fig. 7. C.

胎兒Nr. 101, Proktodaum横斷 切 片 (×45)

階梯8 胎兒Nr. 85 R.-S.-L. 9mm

模 型(Fig. 8. A., Fig. 8. B.)ニ 就 テ觀 察 スル

ニ總排泄腔 ハ前 階 梯ニ 比 シ遙ニ 頭尾 ノ方 向ニ發 育

延 長 シ全 長約16cmニ 達 ス.反 之腹背徑 ハ 起首 部ニ

於 テ ハ3cm,中 央 部 ニテ3.8cmニ シテUrodaum

尾 端 部ニ 向 ヒテ少 シ ク増 大 スル モ4.4cmニ 過 ギ

ズ.Urodaum腹 壁 ニハ其 ノ正中 線 ヲ頭 尾 ノ方 向

ニ走ルMedianrinne及ビ 其 ノ兩 側 ヲ略ボ コレー

竝行 セルSeitennischeト ニ ヨ リテ3條 ノ堤状 隆

起 ト2條 ノ深 溝 ノ現 出スル コト 前階 梯 ノ如 シ.而

シ テMedianrinneハ 尾 方ニ 於 テハPhallusノ

Urethralrinneニ 移行 シ,頭 方Urodaum起 首 部

ニ於 テハMedianrinneハ 其 ノventrale Kanteヨ

リlaterale Nebentascheヲ 出 ス.Nebentascheハ

Sinus urogenitalisヲ 構 成 シテ先端ニWolff氏 管

次 デ輪尿 管 ヲ受 容 ス.SeitennischeハUrodaum

中央 部ニ 於 テ最 モ顯 著 ニ シテ頭 尾兩 端ニ 向 ヒ テ漸

次腹背徑 ヲ減 ジProktodaumニ 移行 スル ヤ全 ク

消 失 シ.頭 方ニ 於テ ハUrodaumノ半 月状 背 方 部

ニ移行 ス.Analblasenanlageヲ 見 ルニ 其ノ 腹 背
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Fig. 8. A.

胎兒Nr. 85, Kloake模 型 左 腹 面觀

(×100, 1/3縮 小)

Fig. 8. B.

胎兒Nr. 85, Kloake模 型左側 面觀 (×100, 1/3縮 小)
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Fig. 8. C.

胎兒Nr. 85, Urodaum中 部 横斷 切 片 (×50)

Fig. 8. D.

胎兒Nr. 85, Proktodaum横斷 切 片 (×45)
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徑2.8cm達 スル モ左 右徑尚 ホ0 .8cmニ シテ左

右ニ 扁平 ナル 管腔 ヲ呈 シ未 ダ嚢 状 ヲ呈 セザル モ,

頭端 將ニSinus urogenitalisノ 高 サ ニ達 セ ン ト

シ,コ レガ續 キハ堤 状 隆起 トシテUrodaumノ 側

壁ニ 及ブ.而 シテAnalblaseハUrodaum起 首

ヨ リ約5cm尾 方,尾 端 部 ヨ リ7cm上 方 ノ部 位即

チUrodaum中 央 部 ヨ リ稍 々高 キ部 位 ニテ 其 ノ背

側 壁ニ開口 ス.コ レ前 階梯ニ 於 テAnalblaseガ

Urodaum尾 端 部ニ開口 スル所 見 ト甚 ダ異 ナル 所

ナ リ.カ カル 位置的 關 係 ヨ リシテUrodaumハ 頭

方 ヨ リ寧ロ 尾 方ニ 向 ヒテ強 ク發 育延 長 セル モ ノナ

ル コ トヲ知 ル.UrodaumニAnalblase開口 ス

ル ヤ其 ノ内腔 ハ擴 大 ス ル ト共ニ獨 特 ノ形 態 ヲ具 現

ス.即 チUrodaum中 央 部 ノ横斷 切 片(Fig.8.C.)

ヲ檢 スル ニ既 述 ノSeitennischeノ 背 側方ニsek-

undare Seitennischeヲ 認 メUrodaumノ 内腔 ハ

一見bilateraler symmetrischer Charaktenヲ 呈

ス.コ レHellmuthガ〓ニSchildkrotenノUro-

daumノStilcharakterト シ テ特記 セル 所 ニシテ

Proktodaumノ横斷 像(Fig. 8. D.)ト 著 シ ク異 ナ

ル所 ナ リ.

階 梯9 胎兒Nr. 118 R.-S-L. 12mm

胎兒 ハ既ニ 著 シ ク外 形 ヲ完 備 ス.即 チ背 甲未 ダ

骨化 スルニ 至 ラザ ル ニ發 育増 大 シ,頭 部ニ 於 テハ

大腦半 球 ノ膨 隆中腦 ノ ソレ ヲ凌 ギ眼 球 ハ突 出 ス.

四肢 ヨク發 育 シ テ 足 部ニ 於 ケ ル蹠 趾 ノ状 明瞭 ナ

リ.胸 腹 諸臟 器 モ亦 既ニ 固有 ノ組 織 ヲ具 現 ス.

Muller氏 管 ノ全 長左側 約2.94mm,右側3.01mm

ニ達 シ胚腺 尾 端 ノ高 サニ 及 ブ.

模 型(Fig. 9. A.)ニ 就テ觀 ル ニ總 排 泄腔 ノ全長

17.7cm,就 中 其 ノ主要 部 タルUrodaumノ 全 長

13.6cmヲ 算 ス.而 シテ 余 ハ形 態 上Urodaumヲ

kranial, mittel und kaudalノ3Teileニ 分 タン ト

ス.KranialteilハUrodaum起 首 ヨ リAnalblase

開 口部ニ 至 ル 長サ 約2.1cmノ 部ニ シテ其 ノ横斷

Fig. 9. A.

胎兒Nr. 118, Kloake模 型 左腹 面觀

(×50, 1/3縮小)

像ハFig. 9. B.ノ 示 ス 如 ク一 見Ankerformigニシ

テMedianrinne, Nebentasche, Seitennischeヲ

區別 ス ル コ ト ヲ 得.コ ノ 部 ノ背 側 方symmetrisch

ニ配 列 セ ル重層骰 子状 細 胞 壁 ヲ有 ス ルHohlraum

ハ コ レ 即 チAnalblase横斷 像ニ シ テ 前 階 梯ニ 比 シ

著 シ ク 嚢状ニ擴 大 ス.MittelteilハAnalblase開

口 部 ヨ リ長 サ 約4.5cmノ 部ニ シ テFig. 9. C.ニ テ

明 カ ノ如 クAnalblaseノ續 キ ハsekundare Sei-

tennischeト シ テ 出 現 シ所 謂bilateraler symme-



58 望 月 章次

Fig. 9. B.

胎兒Nr. 118, Urodaum 頭 部横斷 切 片 (×40)

Fig. 9. C.

胎兒Nr. 118, Urodaum 中 部横斷 切 片 (×40)

trischer Charakterヲ 呈 シ内腔 著 シ ク増 大 ス.而

シテAnalblase開口 部ニ 於テ殊ニ 然 リ,尾 方ニ 下

ル ニ從 ヒ漸次 縮 小 シテ遂ニKaudalteilニ 移 行 ス.

Kaudalteilニ 於 テ ハ形態 一變 シ左右徑 ヨ リモ寧 ロ

腹 背徑ニ 扁平 ナル コ トFig. 9. D.ノ 如 シ.然 レ ド

レモUrodaumノ 特 長 タルSeitennischeハ 尚 ホ

腹壁ニ 明瞭 ナ リ.肛 門 部ニ 於 テ ハ本階 梯ニ 在 リテ

モ尚 ホorale Afterlippeヲ 認 ムルモ著 シ ク膨 出度
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ヲ減 ジ,コ レ ヨ リ發 生セ ルPhallusanlageノ 大 部

分 ハ既ニProktodaum中ニ陷 入ス.Analblaseノ

發育 極 メテ顯 著 ニ シテ左 右 略ボ同 形 同大,頭 尾 ノ

長サ5.1cm,最 大 横徑4cmニ 達 シ明ニBlindsack

ヲ構 成 シ,其 ノ頭 端ハA. iliaca communis分 枝 部

ノ高 サ ニ達 ス.

Fig. 9. D.

胎兒Nr. 118, Urodaum尾 部横斷 切 片 (×40)

階梯10 胎兒Nr. 121 R.-S.-L. 16.8mm

本階 梯ニ 於 テ ハ胎兒 ノ外 形全 ク完 備 シテ一 見 成

體ト異 ナ ラズ.而 シテMuller氏 管 ハ兩 側 共ニ 將

ニSinus urogenitalisニ 達 セ ン トシ左側 ノ全 長

5.6mm,右 側5.4mmヲ 算 ス.Muller氏 管 ハWolff

氏 管 ノ背 側方 ヲ極 メテ コ レ ニ 接 シ ツ ツ下降 シ,

Sinus urogenitalisヨ リ少 シ ク上 方 ニテ兩 者 交叉

シMuller氏 管 ハWolff氏 管 ノ内 側ニ 來 タル コ ト

鳥類ニ 於 ケル所 見ニ 酷 似 ス.

模 型(Fig. 10. A.)ニ 就 テ觀 ルニAnalblaseノ

發育 彌 々旺 盛ニ シテ頭 尾 ノ長 サ約9cm,最 大左右

徑6.3cm,腹 背徑6.6cmニ 達 スル大 ナル 嚢状臟 器

トシ テSinus urogenitalisノ兩 側 方ニsymmen-

trischニ 位置 ス.而 シ テUrodaum起 首 部 ヨ リ約

2.2cm尾 方 ニテ其 ノ背側壁ニ開口 ス.開口 部直 上

ニテ左 右 ノAnalblaseハ 内腔 ノ一 部 ヲ以 テ互ニ

交通 セル ヲ認 ム.今Analblase中 央 部 ノ横斷 切片

(Fig. 10. B.)ヲ檢 スル ニAnalblaseハ 略ボ 圓 キ

dunnwandigノHohlranmト シ テ出現 シ,腹 腔 ノ

大 部 ヲ占 メ タメニ恰 モ後 腎 ハ背 方ニ壓 縮 セ ラ レ タ

ル ガ如 キ觀 ヲ呈 ス.右 側Muller氏 管 既ニ 消失 スル

モ 左側ニ 於 テハWolff氏 管 ノ内側ニ 管腔 ヲ認 ム.

Allantoisgangハfaltenreichノ 管腔 トシテ 出現

シ特ニ 腹 壁 中央 部 ハ乳嘴 状ニ 膨 出 ス.コ ノ乳嘴状

隆 起 ノ續 キハ尾 方UrodaumノMedianrinneニ 移

行 ス.後 腸 モ 亦コ ノ部ニ 於 テ甚 ダ シクfaltenreich

ニ シテ形態 一變 ス.但 シ本 階梯ニ 於 テ モ尚 ホ後腸

ノ末端 「ア ンブ ル 」状ニ 膨 大 シテGadowノ 所 謂
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Fig. 10. A.

胎兒Nr. 121, Kloake模 型腹 面觀 (×37.5, 1/3縮 小)

Koprodaumヲ 形 成 スル 所見 ハ 之 ヲ缺 ク.Allan-

toisgangハSinus urogenitalisヨ リ少 シ ク上方

ニテ急 速ニ 管 腔擴 大 シテ嚢 状 ヲ呈 ス.コ レ恐 ラ ク

allantoidegene Harnblasenanlageナ ラ ン モ輸

尿 管 ハSinus urogenitalisノ 先端.Wolff氏 管開

口部直 下ニ開口 スル ヲ以 テ 果 シテ然 ル ヤ否 ハ更ニ

檢索 ノ要 ア リ.總 排 泄腔 ノ全 長21.7cmニ 達 シ特

-Urodaumハ 形態 上3Teileニ 分 チ得 ル コ ト前

階 梯 ノ如 シ.Fig.10.C.ハMittelteilノ 横斷 切 片

ニシテUrodaumハ 著 シク複雜 ナ ル像 ヲ呈 シ殊ニ

腹 壁ニ 於 テハMesenchymschichtガ 深 ク皺襞 状

ニ彎入 シ,タメニMedianrinne u. Seitenischeハ

左 右ニ 扁平ニ シテ腹 背ニ 細長 ク延長 シ,Median-

rinneハ 特ニ 基底 部ニ 於テ強ク狹 窄 セル ヲ見 ル.

Urodaum尾 端 部ニ 向 ヒテ 内腔 漸次 縮 小 シ,Kau-

dalteilハ 腹背ニ 扁平 ニ シテSeitennischeモ 亦 著

シ ク短 縮 スル コ ト前 階 梯 ノ如 シ.Phallusanlage

ハ 本階 梯ニ 於 テハ 全 ク深クProktodaum中ニver-

bergenシ,斜 メ頭 方ニ 隆 起 セルCylinderwulstト

シテProktodaum前 壁ニ 出現 ス.而 シテ肛 門 部ニ

初 メテ小ナ ルovale Afteroffnung明 瞭 トナル.

Proktodaumハ 全 長9cmニ達 シPhallusanlage
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Fig. 10. B.

胎兒Nr. 121, Analblase中 部横斷 切 片 (×15)

Fig. 10. C.

胎兒Nr. 121, Urodaum中 部横斷 切 片 (×20)
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ノタメニkomprimierter Schlanchヲ 呈 シ,其 ノ

横斷 像(Fig. 10. D.)ハUrodaumノ ソ レ ト著 シ

ク異 ナル ヲ見ル.

Fig. 10. D.

胎兒Nr. 121, Proktodaum横斷 切 片 (×20)

第4章 總括竝ニ 考 按

a) Schwanzdarm Schwanzdarmハ 階 梯

1ニ 於 テハUrodaumニ 連 ナル圓 管状 ノ臟 器

トシテ出現 シ尾端 部ニ 於 テ其 ノ管壁ヲ 形 成 セ

ル組 織 ハ背 索及ビ神經 管 ノ ソレ ト合 シ3者 ノ

内腔 互ニ 交 通 シCanalis neurentericusヲ 構

成 スル モ,階 梯2ニ 於 テ ハ既ニ 著 明ニ 退 化 萎

縮 シテ唯 僅ニ 尾端 部ニ 内腔残 存 スルノ ミニテ

大 部ハ單ニsolider Zellstrangノ状 ヲ呈 シ,

階 梯3ニ 至 ルヤ全 ク之ヲ證 明 セズ.斯 クノ如

クSchwanzdarmハ胎兒 ノ發 育進 化ト 共ニ 漸

次 退化消 失 スル モ ノナ ル コ ト哺 乳類,鳥 類ト

同樣 ナ リ.而 シテ其 ノPars caudalis intes-

tiniト 中樞神經 管トノ 結 合ニ 關 シテハ〓ニ 南

部 氏 ハ家 鳩ニ 在 リテハNeurentericalkanal

ヲ構 成 セズ シテNeurentericalstrangト シテ

存在 スル コ トヲ明ニ セ ルモ,余 ノ石竈ニ 於 テ

ハLillieノ兩 棲 類,爬蟲 類ニ 於 クル所 見ニ一

致 シテ明ニNeurenterialkanalヲ 認 メタ リ.

b) Urodaum 階梯1ニ 於 テ ハUrodaum

ハ單ニ 後腸 ノ終 末腔 トシテ嚢 状ヲ 呈 シ特ニ 其

ノ頭 部 ハ強 ク腹 方ニ 膨 隆 ス.コ ノ膨出 部 ハ將

來 尿嚢ニ發 育 ス ル モノナ リ.而 シテUrodaum

ハ 尾方ニ 向 ヒテ漸次 腹 背徑ヲ 減 ジテ 圓桂 状 ノ

Schwandarmニ 移 行 ス.階 梯2ニ 於 テモ外

形尚 ホ甚 ダ單 純 ニ シテ縦徑0.4mm,腹 背徑

0.23mmナ ル圓柱 状 ノ盲嚢ニ シテ背 頭 方 ヨ リ

後腸ヲ,腹 頭 方 ヨ リ尿嚢ヲ 受 容 ス.階 梯3ニ 於

テハUrodaumハ 縦徑(0.28mm)ヨ リ寧 ロ腹

背徑ニ 長 ク最 大腹 背徑0.5mmニ 達 シ,腹 方 扁
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平 部 ト背 方 膨出 部 トヲ區 別 ス ル コ トヲ得.而

シテWolff氏 管 ハ 背 方 膨 出 部 ノ側 壁ニ 開 口

ス.該 開 口 部ニ 於 テ ハUrodaumwandハ

besondere Aussackungヲ 形 成 ス.コ レ

Urogenitaltaschenanlageナ リ.腹 方 扁平 部

ヲ 見 ル ニ 左 右ニ 著 シ ク 扁平 ニ シテ兩 側 壁ハ 殆

ド並 行 シ内 腔 ハspaltformigナ リ.且 コ ノ

部 ノ腹 方 端 ハ體 外 表 ノ外 胚 葉 組 織ニ 合 シ テ

Kloakenmembrauヲ 構 成 ス.階 梯4ニ 於 テ

ハUrodaumハ 縦徑0.37mm,最 大 腹 背 徑

0.77mmニ 達 シ,其 ノ内腔 殆 ド全 長 ヲ通 ジ テ

schlitzformigナ ル 左 右ニ扁平 ナ ルSchmals-

chlauchヲ 形 成 ス.コ ノ形 態 ハ鳥 類總 排 泄 腔

ノEmbryonalformニ 一致シ,transversale

Verbreiterungノ 傾 向 ヲ有 ス ルSchlangen-

u. Eidechsenkloakesト 異 ナ ル 所 ナ リ.階 梯5

ヨ リ6ニ 至 ル ヤUrodaumノ 外 形稍 々複 雑 化

ス,即 チUrodaum背 方部 ヨ リ左 右symme-

trischニ 腹 方ニ 向 ヒテSchleimhautaussack-

ungヲ 來 タ シHellniuthノ 所 謂Seitennische

ヲ形 成 シ,spaltformigノ 腹 方 部(將 來Hel-

lmuthノ 所 謂Medianrinneヲ 構 成 ス)ト ノ

間ニtypische Langsfalteヲ 生 ズ.カ カ ル

UrodaumwandノFaltenbildungハSchild-

kroten特 有 ノ現 象 ニ シ テ 他 ノ有 羊 膜 動 物 ニ

見 ザ ル 所 ナ リ.且 又 鳥 類ニ 見 ル ガ 如 キ總 排 泄

腔 壁 ノEpithelwucheyungー ヨ リテKloake

ノ 大 部 ガ 充 實 セ ルEpithelplatt所 謂Uroda-

almembranヲ構 成 シ,或 ハKrokodileニ 見

ル ガ如 キKeibel's Kloakenplattヲ 形 成 ス

ル 等 ノ所 見 ハ 余 ノ石竈ニ 在 リ テ ハ 之 ヲ認メ ズ

シ テ,Urodaum尾 端 部 ノ背 壁 ヨ リ再ビ 略 ボ

symmetrischニlaterale Epithel-ausbu-

chtungヲ 生 ズ. コ レHoffmannノsog

Analblase原 基 ナ リ.階 梯7ヨ リUrodaum

ハ腹 背徑 ヲ 減 ジ テ頭 尾 ノ方 向ニ發 育 延 長 ス.

即 チUrodaum中 央部 ノ腹 背徑0.46mmナ ル

モ 全 長 ハ0.7mmニ 達 ス.而 シ テSeitennische

ハ 本 階 梯ニ 於 テ ハUrodaumノ 全 長ニ 亙 リ テ

著 明ニ 出現 ス ル ヲ 以 テUrodaumノ 腹 壁 ニ

Medianrinne及ビ 左 右 ノSeitennischeヨ リ

ナ ル3條 ノ堤 状 隆 起 ト2條 ノ深 溝 ノ縦 走 セ ル

ヲ 見 ル.階 梯8ニ 於 テハUrodaumハ 更 ニ

頭 尾 ノ方 向ニ,而 モ頭 方 ヨ リ寧 ロ尾 方ニ 向 ヒ

テ發 育 延 長 ス ル ヲ以 テAnalblase開 口部 ハ

Urodaum中 央 部 ヨ リ少 シ ク上 方ニ ア リ.而

シ テAnalblaseノ續 キ ハsekundare Seiten-

nischeトシ テ 出 現 シ,タ メ ニUrodaum中

央 部 ノ横斷 像ハbilateraler symmetrischer

Charakterヲ 呈 ス.階 梯9及 ビ10ニ 於 テ ハ

Urodgumハ 形 態 上kranial, mittel U. kaudal

ノ3Teileニ 分 チ得.Kranialteilハanker-

formigヲ 呈 シ,Mittelteilハ 内 腔増 大 ス ル

ト共ニ 所 謂bilaterale Symmetrieヲ 呈シ,

Kauclalteilハ 形 態 一 變 シ テ 左 右ヨ リ モ 寧

ロ腹 背徑ニ 扁平 ナ ル 横斷 像 ト シテ 出 現 ス.

UrodaumノMedianrinneハ 模 型ニ テ 明 カ ノ

如 ク 尾 方PballusノUrethralrinneト,頭 方

ニ於 テ ハSinus urogenitalis u. Harnblase

ト密 接 ナ メ 關 係 ヲ有 ス.コ レ一 名Uralrinne

od. Samenrinneナ ル 名稱 ア ル所 以 ニ シ テ,

Medianrinneハ 恐 ラ クハHarn u. Geschle-

chtsproductノ 主 要 通 路 ナ ラ ン.

 c) Proktodaum 階 梯5(R.-S.-L.5mm)

ニ於 テ胎兒 ノ肛 門 部 ヲ檢 ス ル ニ體 外 表 ノ外 胚

葉 ハコ ノ部ニ 於 テ 強 ク背 方ニ彎 入 シUrodaum
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末 端 部 ノ 内 胚 葉ニ 合 ス.即 チEktotlermein-

stulpungニ 依 リテ茲ニProktodaulm發 生 ス.

而 シテUrodaum及 ビProktodaum兩 者 ノ

内 腔ハ 階 梯6ニ 於 テ モ 向 ホ交 通 セ ズ,階 梯7

ニ 於 テ ハ兩 者 ノ内 腔 全 ク交 通 シUrodaumハ

Proktodaumヲ 通 ジ テ 初 メテ 外 界ニ 開 ク.

Fleischmannノsog. orale Afterlippeノ 尾 部

ヨ リ發 生 ス ルPhallusaulageハ 胎兒 ノ發 育

ト共ニ 漸 次Prpktodaum中ニ陷 入 シ,階 梯

10ニ 於 テ ハ 遂ニ 全 クintrakloakalニ 位 置 ス

ル ニ 至 リ,Proktodaumハ コ レガ タ メKom-

primierter Sohlauchト ナ リ 其 ノ 横斷 像 ト

Urodaumノ ソ レ トノ間ニ 大 ナ ル逕 庭 ヲ 認 ム.

 UrodaumトProktodaumト ノ境 界 ハ胎

兒發 育 ノ初 期ニ 在 リ テ ハ 極 メテ 明 瞭 ナ ル モ,

發 育 進 化 スルニ 從 ヒ内 外兩 胚 葉 ヲ組 織 學 的 ニ

鑑 別 ス ル コ ト不 可 能 ナ ル ヲ 以 テ嚴 密ニ兩 者 ノ

境 界 ヲ定 メ難 ク,コ レ從 來 一 ッ ノOrganガ

Urodaumヨ リ發 生 セ ル モ ノ ナ ル ヤ,或 ハ

Proktodaumニ屬 スベ キ モ ノ ナ ル ヤニ關シ テ

諸 學 者 ノ見 解區 々 タル所 以ニシ テ.Fleisch-

mannノ 見 解ニ 依レ バSehildkroten u. Kr.

okodileニ 於 テ ハ兩 者 ノ區 別 ハ殆 ド不 可 能 ニ

近 シ ト.從 テSzakallガKrokodile總 排 泄 腔

ノ主 要 部 ヲ ナ セ ル ハProktodaumナ リ ト云

フ モ 遽ニ 信 ジ難 シ.余 ハ 本 研 究ニ 於 テHel-

lmuthノ 所 謂SeitenniseheガUrodaalナ ル

コ ト及ビ 階 梯7ニ 於 テUrodaumガProkto-

daumニ 移 行 ス ル ヤ初 メ テSeitennischeノ 消

失 セ ル ヲ 實 見 セ ル 等以 テ,Seitennischeノ 有

無 ヲ目 標 トシ テUrodaum u. Proktodam兩

者 ノ境 界 ヲ定メ タ リ.

 d) Koprodaum 鳥 類ニ 於 テ ハ一 般ニ 後 腸

末 端 「ア ンブ ル 」状ニ 膨 大 セルKotkammer;

Gadowノ 所 謂Koprodasumヲ 形 成 ス.即

チBoydenハ 鶏 胎兒ニ 於 テ孵 卵日數15日,

Gasserハ12日 ノ胎兒ニ 於 テ,更ニ 南 部 ハ孵

卵 日数10日 ノ 家 鳩 胎兒ニ 於 テ、七 面 鳥ニ 在 リ

テ ハ17日 ノ胎兒ニ 於 テ 何 レモ コ レ ヲ認 メ タ

リ.且又Gadow U. FleischmannハSchlan-

gen U. Eidechsenニ 於 テ コ レガ形 成 ヲ 見 タ

リ.然 ル ニ余 ノ石竈ニ於 テ ハ 階 梯10(R.-S.-L.

16.8mm)ノ 胎兒ニ 在リ テ モ尚 ホ カ カ ル所 見

ヲ認 メ難 シ.

 e) KloakeトUrogenitalgangト ノ關 係

 Wolff氏 管ハ兩側 共ニ 階 梯ニ 於 テ總 排 泄

腔 壁 達 シ,階 梯2ニ 於 テ ハ 既ニ兩 者 ノ 内 腔 交

通 ス.而 シテWolff氏 管 開 口部ハSchlangen

U. Eidechsenニ 於 ケ ル ガ如 クUrodaumノ

背 壁 ニ ア ラ ズ シ テ 側 壁 略 ボ 中 央 部 ナ リ.階 梯3

ニ於 テ ハWolff氏 管 開 口部ニ 於 テUrodaum

ノ 側 壁 ハbesondere Aussackungヲ 形成 ス.

コ レUrogenitaltaschenanlageナ リ.且又 開

口部 ヨ リ0.25mm距 テ テWolff氏 管 ノ 内 尾

側 壁 ヨ リNierenknospe發 生 ス.階 梯5ニ 於

テ ハWolff氏 管 開 口部 ハ 腹 背ニ 扁平 ナ ル モ 側

方ニ 隆 起 シテSinus urogenitalisノ 形状 ヲ

整ヘ 外觀 上獨 立 ノ部 位 ヲ形 成 ス.輸 尿 管 ハ 階

梯6ニ 至 ル迄 ハWolff氏 管 ノ背 壁ニ 開 ロ ス ル

モ 階 梯7ニ 於 テ ハWolff氏 管 ヨ リ分 立 シ テ

Wolff氏 管 開 口部 直 下ニテSinus urogenitalis

ニ 直 接ニ 開 ク.MUller氏 管 ハ 階 梯10ニ 於 テ

初 メ テSinas urogenitalisニ 達 ス ル モ尚 ホ

開口 セ ズ.而 シテMuller氏 管 起 首 部ハWolff

氏 管 ノ 背 側 方ニ ア ル モSinus urogenitalisヨ

リ少 シ ク上 方 ニ テ兩 者 ハ 交 叉 シWolff氏 管 ノ
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内側ニ 位 置 スル コ ト鳥 類 ニ於 クル所 見 ニ酷 似

ス

.

爬蟲 類 中Trionychidea(ス ボ ン類)ニ 於 テ

ハSinus urogenitalisノ 全 ク之 ヲ缺 如シ,

Gegenbauer u. Schmidtgenノ檢 索 ニ依 レ

バTestudoニ 於 テ ハ 或 ハ之 ヲ缺 キ或 ハ 著 明

ナ發 育 ヲ見 タ リ ト.Krokodileニ 於 テ モ亦 之

ヲ證 明 セ ズ 且 又Gadow u. Unterhosselニ

據 ル トSchlangen u. Eidechsenニ 於 テ ハ

Wolff氏 管 開 口 部 ハ嚢 状 ニ擴 大 シ所 謂dorsale

kloakcogene Harublaseヲ 形 成 シ,Schildkro-

tenニ 在 リテ モ ー時 的 ニ カ カ ル所 見 ヲ呈 ス ト.

然 レ ドモ余 ノ石龜 ニ於 テ ハ 上 述 ノ如 クSinus 

urogenitalisハ 明 カ ニ 構 成 セ ラ ル モdorsale 

kloakogene Harnblaseト 看做 ス ベ キ所 見 ハ

コ レヲ認 メ ズ.

f) Analb1ase Analblaseハ 階 梯6ノ 胎 兒

ニ於 テ初 メ テUrodaum末 端 部 ノ 背 壁 ヨ リ左

右 略 ボsymmetrischニlaterale Epithelaus-

buchtungトシ テ發 生 ス.階梯7ニ 於 テハ 既

ニ 強 ク頭 方 ニ發 育シ,Urodaum中 央 部 横斷

切 片 ニ於 テ ハUrodnumノ 背 方略 ボsymme-

trischニ 配 列 セ ル 重 層骰 子 状 上 皮ヨ リナ ル 管

腔 トシ テ出 現シ,階 梯8ニ 於 テ ハUrodaum

ハ 頭 方 ヨ リ寧 ロ尾 方 ニ 強 ク發 育 延 長 ス ル結 果

Analblase開 口部 ハUrodaum中 央 部 ヨ リ

稍 々高 キ部 位 ニ ァ リ,Analblaseノ 頭 端 ハ將

-Sinus urogenitalisノ 高 サ ニ 達 セ ン トス.

但 シ尚 ホ管 腔 ハ 嚢 状 ニ擴 大 セ ヂ ル モ 階 梯9ニ

於 テ ハ 明 ニBlindsackヲ 形 成 シ,階 梯10ニ

於 テ ハ 頭 尾 ノ長 サ2.4mm,最 大 左 右徑1.42mm

腹 背徑1.5mmナ ル一 大嚢 状臟 器 トシテSinus 

urogenitalisノ兩 側 方 ニ位 置 ス.コ レガ横 斷

像 ハ略 ボ 圓 キdunnwandigノHohlraumト

シテ出 現 シ腹 腔 ノ大 部ヲ 占 メ,恰 モ後 腎 ハ 背

方ニ壓 縮 セ ラ レタル ガ 如 キ觀 ヲ 呈ス.而シ テ

Urodaumニ 開 口 スル ヤUrodaumノ 内 腔 ハ

急 速 ニ 増 大シ,Analblaseノ續 キ ハsekun-

dare Seitenniseheトシ テ 出 現 ス ル タ メUro-

daumノ横 斷 像 ハHellmuthガ 夙 ニSchild-

krotenkloakeノStilcharakterトシ テ 指 摘 セ

ルbilaterale Symmetrieラ 呈 ス ル ニ至 ル.

抑 々AnalblaseハSehildkroten獨 特 ノ臟

器 ニ シテ 他 ニ コ レ ト類 似 ノ モ ノヲ發 見シ 難シ.

而 シ テTrioaychida aegytiacus〓(Hoff-

mnnn)ニ 於 ク ル ガ 如 クeinziger kleiner Sack

トシテ 出 現 ス ル コ トア レ ド多 ク ハ 一對 ノSacke

ヲ 形 成 ス.且 又terrestrische Schildkroten

ニ 於 テ モ 時 ニ,例 之Bojanusノ檢 索 セ ル

Testudo europea〓,♀ ニ於 ケ ル ガ 如 ク發

育 顯 著 ナ ル 一對 ノAnalblase存 ス ル コ トア レ

ドモ 一般 ニ ハAmphibiotische Sumpfschild-

krotenニ 於 テ其 ノ發 育 最 旺 盛 ナ リ.(Dissel-

horst)其 ノ本 態竝ニ 作 用 ニ關 シ テハ 古 ク カ

ラSamenblase (Treviranus), Nebenhoden 

(Bojanus), Prostata (Otto)或ハ又 他 ノ爬蟲

類 ニ見 ルKloakendruseニ 該 當 スル モ ノ ナ リ

ト.然 レ ドモDruseニ ア ラ ザ ル コ トハ 余 ノ

檢 索 所 見 ニ テ 明 確 ナ リ.又GadowハEmys 

lutariaニ 就 テ ノ種 々 ナ ル 實驗 ノ結 果 一 種 ノ

hydirostatische Wirkungヲ ナ ス モ ノ ナ リ ト

云 ヒ,Brown-Sequardハ 一 種 ノGaswechsel

ヲ司 ル モ ノナ リ ト唱 ヘ シ モ,現 今 一 般 ニ ハ恐

ラ ク ハ 一種 ノWasserresorvoirナ ラ ン ト.

(Pickel, Schmidtgen ete)而 シ テPickel及

ゼ大 賀ハ コ レニAccessory bladerナ ル 名
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稱ヲ 附 シタ リ.元 來兩 棲 類,爬蟲 類 ノ膀 胱 ノ

作 用 ハ哺乳 動物 ノ ソ レ ト聊カ趣 ヲ異 ニ シテ,

Rana〓 就 テ ノGegenbauerノ 檢 索 及 ビ

GerhardtノSchildkrotenニ 於 ク ル檢 索 ニ

據 レバ單 ニHarnresorvoirノ ミニ ア ラズ シ テ

Wasserspeichelト シテ 役 立 ツ コ ト明 カ ナ リ.

今 若 シPickel u. Schmidtgenノ 見 解 ニ從 ヒ

テAnalblaseガ 一種 ノWasserresorvoirナ

リ トセバ,其 ノ作 用 ノ類 似點 ヨ リ シテ,更 ニ

又 余 ノ研 究 ニ テ 明 カ ノ如 クAnalblaseハ 内

胚 葉 性 ノUrodaumヨ リ發 生 シ,外 胚 葉 性 ノ

Anusト 全 ク無 關 係 ナ ル點 ヨ リ考 察 シ テ所 謂

Analblaseナ ル 名稱 ヨ リモ 寧 ロ副 膀 胱 ナ ル 名

稱 適 切 ナ ラ ン カ

第5章 結 論

1. 長徑5.0mm,原 節數32ノ 胎 兒 ニ 於 テ

初 メ テUrodaumハ 發 生 シ,後 腸 ノ終 末腔 ト

シ テ嚢 状 ヲ呈ス.Schwanzdarmハ 尾 端 ニ於

テ神經 管 ノ組 織 ニ 合 シNeurentericalkanal

ヲ 形 成 ス.

2. 長徑7.0mmノ 胎 兒 ニ於 テ 初 メ テWolff

氏 管 ノ ミUrodaumニ 開 ロ ス.而 モ該 開 口部

ハ蜥 蜴 及 ビ蛇 ニ 見 ル ガ 如 ク背 壁 ニ ア ラ ズ シ テ

側 壁 略 ボ 中 央 部 ナ リ.

3. 頂臀徑6.0mmノ 胎 兒 ニ於 テUrodaum

ハ 腹 方 扁平 部 ト背 方 膨 隆 部 トニ區 別 サ ル.前

者 ニ於 テ ハ兩 側 壁 ハ殆 ドparallelニ 走 行 シ

内 腔 ハspalt状 ヲ 呈 ス ル モ 後 者 ニ在 リテ ハ

Urodaumノ 側 壁 ハAussackungヲ 形 成.

コ レUrogenitaltaschen原 基 ナ リ.

4. 頂臀徑7.5mmノ 胎 兒 ニ 於 テ ハUroda-

umハ 左右 ニ 強 ク壓縮 セ ラ レタ ルSchmals-

chlauchヲ 形 成 シ,其 ノ内 腔 ハ 殆 ト全 長 ニ亙

リテschlitz状ヲ 呈 ス.

5. 背 甲 長徑6.2mmノ 胎 兒 ニ於 テ 初 メ テ

Urodaum背 方 部 ニ 於 ケ ル上 皮 ノAussackung

ト シテHellmuthノ 所 謂Seitennische發 生

ス.而 シ テ胎 兒 ノ發 育 進 化 ト共 ニUrodaum

ノNischenbildungハ 愈 々 著 明 トナ ル ヲ 以 テ

共 ノ横 斷 像 ハ 一變 ス ル ニ至 ル.コ レ他 ノ有 羊

膜 動 物 ニ 見 ザ ル 所 見 ナ リ.

6. 背 甲 長徑9.0mmノ 胎 兒 ニ於 テAnal-

blase開 口部 ニ 於 ケ ルUrodaumノ横 斷 像ハ

Schildkrotenurodaumノ 特 徴 タ ルbilaterale 

Symmetrieヲ 呈 ス.

7. Urodaumハ 漸 次 頭 尾 ノ方 向 ニ 發 育 延

長 シ,背 甲 長徑12mmノ 胎 兒 ニ於 テ ハ形 態

上3Teileニ 分 ツ コ トヲ得.Kranialteilノ横

斷 際 ハ 錨 状 ヲ,Mittelteilハ 所 謂bilateraler

symmetrischer Charakterヲ 呈 シ,Kaudal-

teilハ 腹 背 ニ 扁平 ナ ルSchlauchヲ 形 成 ス.

8. Proktodaumハ肛 門 部ニ 於 ク ルEkto-

dermeinstulpungニ ヨ リテ發 生 ス.而 シヲ 其

ノ最 初 ノ原 基 ハ 背 甲 長徑5.0mmノ 胎 兒 ニ於

テ 認 メ ラル モ未 ダUrodaumニ 開 通 セ ズ.

9. 體 外 表 ニ 於 テFleischmannノ 所 謂

orale Afterlippeノ 基 底 部 ヨ リ發 生 セ ルPhal-

lusハ 漸 次 深 クProktodumノ 内 腔 中 ニ陷 入

シ,16.8mmノ 胎 兒 ニ 於 テ ハ 全 クintrakloakal

ニ 位 置 ス ル ニ至 ル ヲ以 テProktodaumノ横

斷 像 ハUrodaumノ ソレ 著 シ キ差 異 ヲ呈

ス.

10. 所 謂Analblaseハ 背 甲 長徑6.2mmノ

胎 兒 ニ 於 テUrodaumノ 背 壁ニ 於 ヶ ルlate-

rale Epithelasbuchtung トシテ 發 生 ス.
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 11.Schildkrotenニ獨特 ナ ルAnalblaseハ

背 甲 長徑16.8mmノ 胎 兒ニ 於 テ1對 ノ大 ナ ル

嚢 状臟 器ヲ形成シ,其 ノ縦徑2.4mm,腹 背 徑

1.5mm,左 右徑1.42mmヲ 示 ス. Aualblaseノ

開 口部 位 ハ 漸 次 上 昇 シ本 胎兒ニ 於 テ ハSinus

urogenitalisノ近 ク ニ ア リ.

  終 ニ臨 ミ恩 師 敷 波教 授ノ 御 懇 篤 ナル 御指 導

 ト御 校閲 ニ對 シ深 甚ナ ル謝 意 ヲ表 ス.
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